
小川町 

～国民健康保険３０歳代健康診査～ 
 

(１) 取組の概要 

町の健康診査は、国民健康保険加入者を対象に特定健康診査や人間ドックを実施してい

る。特定健康診査は４０歳以上が対象のため、３０歳代の方に人間ドックを実施していた。

人間ドックは、特定健康診査とほぼ同等の検査項目であるＡコースとＡコースに心電図や

眼底、聴力、検便、胃部検査や肺機能等を加えたＢコースを実施していた。さらにＡ，Ｂ

コースともオプションとして腹部エコーや頸部エコーも加えることができるようになって

いた。 

生活習慣病の予防は若いうちから自らの健康に関心を持ち、生活習慣を見直すことが大

切である。そのために３０歳代から気軽に健康診査を受診できるよう取り組んだ。 

 

(２) 取組の契機 

（ア）国民健康保険加入者の状況（平成２６年４月１日現在） 

人口 ３２，５８９人 

６５歳以上 ９，４１９人（高齢化率 ２８．９％） 

３０歳代  ３，２４９人 

    国民健康保険加入者 ９，２１４人 

              ３０歳代 ６９５人 

    国保加入率 ２８．３％ 

          ３０歳代 ２１．４％ 

 

（イ）取組の内容 

① ３０歳代の人は、たくさんの検査項目を希望しない？ 

平成２５年度 ドック申込者 １０名 

       Ａコース希望者 ６名 

       Ｂコース希望者 ４名（うちオプションつけた人１名） 

② 検査項目より自己負担額優先？ 

自己負担額 ２，０４０円～２１，２３０円 

例 Ａコースのみ       ２，０４０円 

      Ｂコース（胃部Ｘ線） １３，１４０円 

            Ｂコース（胃カメラ） １４，８９０円 

      Ｂコース＋オプション ２１，２３０円 

  ③契約医療機関 

   人間ドック受診医療機関は、町内３医療機関 

 

  ①②③の状況を考え、経済的負担が大きい若い世代に人間ドックより自己負担を少な

くし、かつ身近な医療機関で受けられる健診を促し、４０歳以上になっても特定健康

健康長寿に係る先進的な取組事例 



診査として継続的に健診が受けられるような健診に変更した。 

 

 （ウ）３０歳代健康診査について 

   ①開始年度 平成２６年度 

   ②対象者  小川町国民健康保険加入者 

         平成２７年３月末で３０歳以上～４０歳未満の方 

   ③町内指定医療機関で行う個別方式（２０医療機関） 

   ④実施期間 平成２６年７月１日～平成２７年２月２８日 

   ⑤健診内容 特定健康診査基本項目（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲、理学的所見、血

圧、中性脂肪、ＨＤＬ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステロール、

ＡＳＴ、ＡＬＴ、γ―ＧＴ、空腹時血糖、ＨｂＡ１ｃ、尿糖尿蛋白）

心電図、 

貧血検査（血色素量、赤血球数、ヘマトクリット値） 

血清クレアチニン、血清尿酸、尿潜血 

   ⑥申込制  定員２０人 

   ⑦自己負担 １，０００円 

   ⑧周知   広報及びホームページ 

   ⑧健診結果 医療機関から結果を通知する。 

         結果により電話、面接等で保健指導を行う。 

 

 （エ）受診状況及び健診結果 

   健診申込者２０名のうち、Ｈ２６年１１月末現在受診者は８名であり、この８名に

ついて結果をまとめた。 

 

   基準値を上回った（下回った）人数 

 男性 女性 合計 

受診者 ４ ４ ８ 

腹囲 ２ ０ ２ 

収縮期血圧 ２ ０ ２ 

拡張期血圧 ０ ０ ０ 

空腹時血糖 １ ０ １ 

ヘモグロビンＡ１ｃ ０ ０ ０ 

中性脂肪 １ １ ２ 

ＨＤＬコレステロール ０ １ １ 

ＬＤＬコレステロール １ １ ２ 

尿酸 １ ０ １ 

 

 

 



 

   総合判定 

 男性 女性 合計 

異常なし ０ ３ ３ 

要指導 ３ ０ ３ 

要医療 １ １ ２ 

治療中 ０ ０ ０ 

経過観察中 ０ ０ ０ 

 

総合判定では、受診者８人に対し「異常なし」は３人であった。また「要指導」は３人、

「要医療」は２人であった。 

 健診結果については医療機関より本人に返し、町に送られてきた結果をもとに「要指導」

「要医療」等の人に担当者が電話や面接（訪問）で状況、生活習慣等を聞き取り、保健指

導や受診勧奨を行った。 

 

得られた情報からは、飲み物、菓子類等の間食や過食等の自覚を持っている人もおり、

生活習慣の改善を図りたいとの言葉も聞かれた。しかし、仕事が忙しい年代でもあり、仕

事の状況で食事の時間が遅くなったり、規則正しく取れないなど改善しにくいこともあっ

た。健診を受けることにより自分の生活を振り返り、生活習慣改善を意識づけることはで

きたと思われる。 

 

（オ）課題、今後の取組 

 ３０歳代健康診査は、今年度から始めた健診でありかつ実施期間中のため対象となる人

数が少ないが、総合判定結果から３０歳代という若い世代でも生活習慣に問題があると思

われる人の割合が多かった。特定健康診査は、４０歳から受診する健康診査であるが、「生

活習慣病予防」を考えると、もっと若いうちから自らの健康に目を向けていくことが大切

である。そのためには、受診者の継続的な受診を促すことや、要指導者等への働きかけに

より健康意識の向上及び健康習慣や健康スキルを身に付ける支援が必要である。 

 また、３０歳代から健康診査受診の「習慣」を身に付け、４０歳からの特定健診受診に

つながるよう働きかけたい。 


